
硯友社の沿革
尾崎紅葉

青空文庫





夙


て
硯
友
社








の
年
代
記







を
作
つ
て
見
や
う
と
云

ふ
考




を

有

つ
て
居

る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
書
い
た
物
は
散
佚






し
て
了



ふ
し
、
或





は
記
憶





か
ら
消
え
去
つ
て
了



つ

た
事
実
な
ど
が
多
い
為



に
、
迚



も
自
分
一
人





で
筆



を
執

る
の
で
は
、
十
分
な
事

を
書
く
訳



に
は
行
か
ん
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
其

の
当
時





往
来






し
て
居

つ
た
人



達


に
問
合






せ
て
、
各
方
面








か
ら
事
実
を
挙

げ
な
け
れ
ば
、
沿
革






と
云

ふ
べ
き
者

を
書
く
事
は
出

来

ま
せ
ん
、

其


に
就



て
不
便





な
事
は
、
其

昔







朝
夕






に
往
来






し
て
文
章
を
見
せ
合
つ
た
仲
間

の
大
半
は
、
始





か
ら
文
章
を
以



て
身
を
立



る
志





の

人
で
な
か
つ
た
か
ら
、
今
日






で
は
実
業
家







に
成

つ
て
居

る
の
も
有
れ
ば
工
学
家







に
成

つ
て
居

る
の
も
有
る
、

其
他





裁
判
官









も
有
る
、
会
社
員
も
有
る
、
鉄
道
の
駅
長
も
有
る
、
中



に
は
行

方
不
明







な
の
も
有
る
、
物
故





し
た
の
も
有
る
、
で
、
銘
々






業


が
違



ふ
か
ら
し
て

自

か

ら
疎
遠





に
成

る
、
長
い
月
日
に
は
四
方



に
散



じ
て
了



つ
て
、
此
方





も
会
ふ

の
が
億
劫






で
、
い
つ
か
〳
〵
と
思
ひ
な
が
ら
、
今
だ
に
着

手







も
せ
ず
に
居

る

と
云

ふ
始
末





で
す
、
今
日






お
話
を
為

る
の
は
些



の
荒
筋






で
、
年
月






な
ど
は
別



し

て
記
憶





し
て
居

ら
ん
の
で
す
か
ら
、
随
分






私




の
思

違







ひ
も
多
か
ら
う
と
思
ひ

ま
す
、
其



は
他
日





善

く
正



し
ま
す
、

抑




も
硯
友
社








の
起



つ
た
に
就



て
は
、
私





が
山
田
美
妙








君


（
其
頃






別
号






を
樵
耕
蛙







船


と
云

ひ
ま
し
た
）
と
懇
意





に
成

つ
た
の
が
、
其

の
動
機





で
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
寸






其

の
交
際






の
大
要






を
申
上






げ
て
置
く
必
要
が
有
る
、
明
治
十
五
年
の
頃



で

あ
り
ま
し
た
か
東
京
府
の
構
内






に
第
二
中
学
と
云

ふ
の
が
在

り
ま
し
た
、
一



ツ

橋


内


の
第
一
中
学
に
対
し
て
第
二
と
云

つ
た
の
で
、
そ
れ
が
私





が
入
学
し
た
時

に
、
私





よ
り
二
級
上
に
山
田
武
太
郎










な
る
少
年
が
居

つ
た
の
で
す
が
、
此



少
年

は
其

の
級
中






の
年
少
者








で
在

り
な
が
ら
、
漢
文






で
も
、
国
文






で
も
、
和

歌

で
も
、

詩

で
も
、
戯
作





で
も
、
字
も
善

く
書
い
た
し
、
画

も
少
し
は
遣

る
と
云

つ
た
や

う
な
多
芸





の
才
子





で
、
学
課






も
中
以
上








の
成
績






で
あ
つ
た
の
は
、
校
中






評

判







の
少
年
で
し
た
、
私





は
十
四
五
の
時
分





は
な
か
〳
〵
の
暴



れ
者
で
、
課
業






の
時

間
を
迯

げ
て
は
運
動
場







へ
出
て
、
瓦

廻







し
を
遣

る
、
鞦
韆
飛








を
遣

る
、
石
ぶ

つ
け
で
も
、
相
撲





で
も
撃
剣






の
真

似

で
も
、
悪
作
劇








は
何



で
も
好



で
し
た
、

（
尤





も
唯
今






で
も
余



り
嫌



ひ
の
方



で
は
な
い
）
然



る
に
山
田





は
極



温
厚






で
、
運

動
場






へ
出
て
来
て
も
我
々






の
仲
間
に
入



つ
た
事
な
ど
は
無
い
、
超
然






と
し
て
独



り
静





に
散
歩
し
て
居

る
と
云

つ
た
や
う
な
風



で
、
今
考
へ
て
見
る
と
、
成
程






年

少
詩
人








と
云

つ
た
態
度





が
あ
り
ま
し
た
よ
、
其



が
甚
麼





機




で
相

近







く
事
に
成

つ
た
の
で
あ
る
か
、
ど
う
も
覚
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
い
つ
か
フ
レ
ン
ド
シ
ツ
プ

が
成
立





つ
た
の
で
す
、

尤




も
段

々







話
合






つ
て
見
る
と
、
五
六
才



の
時
分





に
は
同



じ
長
屋





の
一
軒






置

い

た
隣
同
士








で
、
何



で
も
一
緒






に
遊
ん
だ
事
も
有
つ
た
ら
し
い
の
で
、
那
様





事
か

ら
一
層






親
密






に
成

つ
て
、
帰

路







も
同
じ
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
連
立





つ
て
も
帰

る
、
家



へ
尋



ね
て
行

く
、
他



も
来
る
、
そ
こ
で
学
校
外









の
交




を

結


ぶ
や
う
に

成

つ
た
の
で
す
、

私




は
程
無





く
右
の
中
学
を
出
て
、
芝



の
愛
宕
下
町









に
在

つ
た
、
大
学
予
備
門










の

受
験
科








専
門






の
三
田
英
学
校










と
云

ふ
の
に
転
学






し
ま
し
た
、
そ
れ
か
ら
大
学
予









備
門






に
入
つ
て
二
年



経

つ
迄



、
山
田





と
は
音
信
不
通









の
状





で
居

た
の
で
す
、
其



に
は
別



に
理
由





も
何



も
無
い
、
究
竟





学
校
が
違
つ
て
了



つ
た
所
か
ら
、
お
互





に

今
日






あ
つ
て
昨
日






も
明

日







も
無
い
子
供
心








に
、
漠
然





と
忘



れ
て
了



つ
た
の
で

す
、
す
る
と
、
私





が
二
級



に
成

つ
た
時



、
山
田





が
四
級



に
入
つ
て
来
た
の
で
す
、

実
に
這
麼





意
外
な
想





を
し
た
事
が
無
い
、
第
二
中
学
に
居

た
時
は
私





よ
り
二
級



上


の
山
田





が
、
予
備
門









で
は
二
級



下


の
組



に
入
つ
て
来
た
の
で
せ
う
、
私





は
何

為


た
事
か
と
思
ひ
ま
し
た
、
然



し
、
実
に
可
懐






か
つ
た
の
で
す
、
顔
を
見
る
と

手
を
把

つ
て
、
直





に
旧
交






が
尋





め
ら
れ
る
と
云

ふ
訳



で
、
其
頃






山
田





も
私





も
猶

3



且


第
二
中
学
時
代
と
易



ら
ず
芝



に
住

ん
で
居

ま
し
た
か
ら
、
往
復






と
も
に
手
を

携

へ

て
、
議
論





を
上
下






す
る
も
大
き
い
が
、
お
互





の
談





も
数
年
前








よ
り
は
真

面

目

に
成

つ
た
、
さ
て
話
を
し
て
見
る
と
、
山
田





は
文
章
を
以

つ
て
立
た
う
と
云

ふ
精
神






、
私





も
同
断






だ
、
私





の
此



志




を

抱


い
た
の
は
、
予
備
門









に
入
学
し
て
一



年


許




過

ぎ
て
の
事
で
あ
る
が
、
山
田





は
彼

の
第
二
中
学
に
居

る
時
分
か
ら
早
く

業


に
那
様





了

見







が
有
つ
た
ら
し
い
の
で
す
、
一
年






前


に

其

志









を
抱



い
た

私

は

未

だ
小
説
の
筆



は
仇

つ
て
見
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
恐



る
可

き
哉



、
己





よ
り
三

歳

弱


い
山
田





が
既



に
竪
琴
草
子









な
る
一
篇






を
綴



つ
て
、
疾



か
ら
価





を
待

つ
者
で
あ
つ
た
の
は
奈

何

で
す
、
然



云

ふ
物
を
書
い
た
か
ら
、
是

非

一
読






し
て

批
評






を
し
て
く
れ
と
言
つ
て
百
五
六
中
枚



も
有
る
一
冊






の
草
稿






を
私





に
見
せ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
、
其

の
小
説
は
ア
ル
フ
レ
ツ
ド
大
王






の
事
蹟





を
仕

組

ん
だ
も

の
で
文

章







は
馬
琴





を
学



ん
で
、
実
に
好

く
出
来
て
居

て
、
私





は
舌



を
巻

き
ま

し
た
、
な
か
〳
〵
批
評






ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
敬
服






し
て
了



つ
た
の
で
す
、
因



で

考
へ
た
、
彼



が
二
年



晩


れ
て
予
備
門









に
入
つ
て
来
た
の
は
、
意

味

無
く
し
て
遅



々


し
て
居

た
の
で
は
な
い
、
其

間







に
余
程





文
章
を
修

行







し
た
も
の
ら
し
い
、

増
上
寺








の
行
誡
上
人












や
石
川
鴻
斎
翁












の
所
へ
行
つ
た
の
は
総



て
此

間







の
事

で
、
而

し
て
専





ら
独
修






を
し
た
者
と
見
え
る
、
何



で
も
西
郷
隆
盛
論












で
あ
つ
た

か
、
遊
松
島
記











で
あ
つ
た
か
鴻
斎
翁








が
始





て
彼



の
文
章
を
見
た
時
、
年
の
若

い
に
似

合

は
ぬ
筆



つ
き
を
怪





ん
で
、
剽
窃






し
た
の
で
あ
ら
う
と
尤



め
た
と
云

ふ

話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
漢
文






も
善

く
書
い
た
の
で
す
、

次


に
硯
友
社








の
興

る
に
就

い
て
、
第
二
の
動
機





と
な
つ
た
の
は
、
思
案
外
史








と

予
備
門









の
同
時





の
入
学
生








で
相
識





つ
た
の
で
す
、
其
頃






は
石
橋
雨
香









と
云

つ
て

居

ま
し
た
、
是



は
私





の
竹
馬





の
友



の
久

我

某


が
石
橋






と
は
お
茶



の
水



の
師
範
学







校


で
同
窓






で
あ
つ
た
為



に
私





に
紹
介






し
た
の
で
し
た
が
、
其

の
理
由
は
第
一
私





と
好





を
同





う
す
る
し
、
且



面
白






い
人
物






で
あ
る
か
ら
交
際






し
て
見
給





へ
と
云

ふ

の
で
あ
り
ま
し
た
、
是



か
ら
私





が
又



山
田





と
石
橋






と
を
引
合






せ
て
、
先

づ
桃
園






に
義

を
結



ん
だ
状





で
す
、

其
内






に
山
田





は
芝



か
ら
一



ツ
橋



ま
で
通
学






す
る
の
は
余



り
遠



い
と
云

ふ
の
で
、

駿
河
台







鈴
木
町








の
坊

城







の
邸
内






に
引
越





し
た
、
石
橋






は
九
段
坂
上









の
今
の
暁



星
学
校









の
在

る
処





に
居

た
の
で
す
が
、
私





は
不
相
変








芝


か
ら
通



つ
て
居

た
、

山
田





と
益




親

密





に
な
る
に
就

け
て
、
遠
方






か
ら
通
ふ
の
は
不
都
合









で
あ
る
か
ら
、

僕


の
家



に
寄
宿






し
て
は
奈

何

で
す
、
と
山
田





が
云

つ
て
く
れ
る
か
ら
、
願



う
て

も
無
き
幸




と

、
直



に
笈



を
負



て
、
郷

関








を
出
た
、
山
田





の
書
斎






は
八
畳





の
間

で
し
た
が
、
其



に
机





を
相

対







に
据

ゑ
て
、
北
向






の
寒



い
武
者
窓







の
薄
暗






い
間

に
立
籠






つ
て
、
毎
日






文
学
の
話
で
す
、
此



に
二
人





が
鼻



を
並



べ
て
居

る
か
ら
石



橋


も
繁



く
訪
ね
て
来
る
、
山
田





は
出
嫌





ひ
で
あ
つ
た
が
、
私





は
飛
行
自
由









の
方



で
あ
る
か
ら
、
四
方





に
交




を

結


び
ま
し
た
、
処





が
予
備
門









内


を
普





く
尋



ね
て
見

る
と
、
な
か
〳
〵
斯
道





の
好
者






が
潜
伏






し
て
居

る
の
で
、
そ
れ
を
石
橋






と
私





と

で
頻





に
掘
出





し
に
掛



つ
た
、
す
る
と
群
雄






四
方





よ
り
起



つ
て
、
響





の
声
に
応



ず

る
が
如



し
で
す
、
是



が
硯
友
社








創
立






の
導
火
線








と
成

つ
た
の
で
、

さ
て
其
頃






の
三
人






の
有
様






は
如

何

に
と
云

ふ
に
、
山
田





は
勉
強
家








で
あ
つ
た
が
、

学
科






の
方



は
お
役
目





に
遣

つ
て
居

て
、
雑
書






の
み
を
見
て
居

た
、
石
橋






は
躰
育






熱
心






の
遊
ぶ
方



で
、
競

争







は
遣

る
、
器
械
躰
操









は
遣

る
、
ボ
ー
ト
は
善

く
漕

ぐ
、
水
練






は
遣

る
、
自
転
車
で
乗
廻






す
、
馬



も
遣

る
、
学
科
に
は
平
生






苦
心





せ

ん
の
で
あ
つ
た
が
、
善

く
出
来
ま
し
た
、
試
験





の
成
績






も
相
応






に
宜



し
か
つ
た
、

私




と
来
る
と
、
山
田





と
も
付

か
ず
石
橋






と
も
付
か
ず
で
お
茶
を
濁



し
て
居

た
の

で
す
、
其
頃






世
間





に
持
囃






さ
れ
た
読
物






は
、
春



の
や
君



の
書
生
気
質









、
南
翠






君


の
何



で
有
つ
た
か
、
社
会
小
説











で
し
た
、
そ
れ
か
ら
、
篁
村
翁









が
読
売
新








聞


で
軽
妙






な
短
編






を
盛





に
書
い
て
居

ま
し
た
、
其
等





を
見
て
山
田





は
能

く
話
を

し
た
事
で
す
が
、
此
分






な
ら
一
二
年
内






に
は
此
方





も
打
つ
て
出
て
一
合
戦








し
て

4硯友社の沿革



見
や
う
、
而



し
て
末



に
は
天
下





を
…
…
…
…
な
ど
ゝ
云

ふ
大
気
焔







も
有
つ
た
の

で
す
、

処




へ
或
日





石
橋






が
来
て
、
唯



恁


し
て
居

る
の
も
充



ら
ん
か
ら
、
練
習
の
為



に
雑

誌
を
拵





へ
て
は
奈

何

か
と
云

ふ
の
で
す
、
い
づ
れ
も
下
地





は
好



な
り
で
同
意





を

し
た
、
就



て
は
会
員
組
織










に
し
て
同
志





の
文
章
を
募



ら
う
と
議
決





し
て
、
三
人






が
各
自





に
手
分





を
し
て
、
会

員







を
募
集





す
る
事
に
成

つ
た
、
学
校
に
居

る
者
、

並




に
其
以
外








の
者
を
も
語
合





つ
て
、
惣
勢






二
十
五
人



も
得

ま
し
た
ら
う
か
、
其



内


過
半






は
予
備
門









の
学
生
で
し
た
、

今
日






に
な
つ
て
見
る
と
、
右
の
会
員
の
変
遷






は
驚





く
可

き
者



で
、
其
内






死
亡





し

た
者



、
行
方
不
明








の
者



、
音
信
不
通









の
者



等


が
有
る
が
、
知
れ
て
居

る
分



で
は
、

諸
機
械







の
輸
入





の
商

会








に
居

る
者



が
一
人





、
地
方





の
判
事





が
一
人





、
法
学
士







が
一
人





、
工
学
士







が
二
人





、
地
方





の
病
院
長










が
一
人





、
生
命
保
険









会
社
員









が
一
人





、
日
本
鉄
道









の
駅

長







が
一
人





、
商
館
番
頭












が
築
地





（
諸
機
械







）
と

横
浜






（
生
糸





）
と
で
二
人





、
漁
業
者








と
建
築
家







と
で
阿

米

利

加

に
居

る
者



が
二

人


、
地
方





の
中
学
教
員










が
一
人





、
某
省






の
属

官







が
二
人





、
大
阪






と
横
浜






と
で

銀
行
員








が
二
人





、
三
州






の
在



に
隠



れ
て
樹

を
種

ゑ
て
居

る
の
が
一
人





、
石
炭






の

売
込
屋







が
一
人





、
未

だ
〳
〵
有
る
が
些





と
胸
に
浮



ば
な
い
、
先

づ
這
麼





風


に
業



躰


が
違
つ
て
居

る
の
で
す
、
而



し
て
、
後
※






硯
友
社
員










と
し
て
文
壇






に
立
つ
た

川
上
眉
山









、
巌
谷
小
波








、
江
見
水
蔭








、
中
村
花
痩










、
広
津
柳
浪









、
渡
部
乙
羽









、

な
ど
ゝ
云

ふ
面
々






は
、
此

の
創
立






の
際



に
は
尽





く

未
見





の
人
で
あ
つ
た
の
も
亦



一
奇





と
謂

ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
、

因


で
其

の
雑
誌
と
云

ふ
の
は
、
半
紙





両

截







を
廿

枚







か
卅

枚








綴
合






せ
て
、

之


を
我
楽
多
文
庫









と
名



け
、
右
の
社
員
中
か
ら
和

歌

、
狂
歌






、
発
句





、
端
唄





、

漢
詩





、
狂
詩






、
漢
文






、
国
文






、
俳
文






、
戯
文





、
新
躰
詩







、
謎



も
有
れ
ば
画
探





し

も
有
る
、
首





の
方



に
は
小
説
を
掲



げ
て
、
口
画





も
挿
画





も
有
る
、
是



が
総



て
社

員
の
手
か
ら
成

る
の
で
、
其

の
筆
耕






は
山
田





と
私





と
で
分
担






し
た
の
で
す
、
山

田


は
細
字





を
上
手






に
書
き
ま
し
た
、
私





の
は
甚





だ
醜





い
、
で
、
小
説
の
類



は
余



り
寄
稿
者







が
無
か
つ
た
の
で
、
主



に
山
田





と
石
橋






と
私





と
の
を
載

せ
た
の
で
す
、

此

の
三
人






以
外






に
丸
岡
九
華










と
云

ふ
人
が
あ
り
ま
し
た
、
此



人
は
小
説
も
書
け

ば
新
躰
詩







も
作
る
、
当
時





既


に
素
人
芸








で
な
い
と
云

ふ
評

判







の
腕
利






で
、
新

躰
詩






は
殊



に
其

力







を
極



め
て
研
究






す
る
所
で
、
百

枚







ほ
ど
の
叙
事
詩









を
も

其
頃






早
く
作
つ
て
、
二
三
の
劇
詩





な
ど
さ
へ
有
り
ま
し
た
、
依
様





我
々






と
同
級






で
あ
り
ま
し
た
が
、
後



に
商
業
学
校










に
転



じ
て
、
中
途





か
ら
全
然






筆


を
投



じ
て
、

今


で
は
高
田
商
会










に
出
て
居

り
ま
す
が
、
硯
友
社








の
為



に
は
惜



い
人
を
殺



し
て

了


つ
た
の
で
す
、
尤





も
本
人
の
御
為





に
は
其
方






が
結
搆






で
あ
つ
た
の
で
せ
う
、

そ
れ
で
、
右
の
写
本






を
一
名






に
付



三
日
間







留
置






の
掟





で
社
員
へ
廻



し
た
の
で
す
、

す
る
と
、
見
た
者
は
鉛
筆






や
朱
書






で
欄

外







に
評





な
ど
を
入
れ
る
、
其

評







を

又


反
駁






す
る
者
が
有
る
な
ど
で
、
な
か
〳
〵
面
白






か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
此

の
第

壱

号

を
出
し
た
の
が
明

治

十

八

年

の

五

月

二

日

で
す
、
毎
月






壱

回







の
発



行


で
九
号





ま
で
続
き
ま
し
た
、
す
る
と
、
社
員
は
続

々







殖

ゑ
る
、
川
上






は
同



級


に
居

り
ま
し
た
の
で
、
此
際






入
社
し
た
の
で
す
、
此



人
は
本
郷






春
木
町








に
居

て
、
石
橋






と
は
進
文
学
舎










の
同
窓






で
、
予
備
門









に
も
同
時





に
入
学
し
た
の
で
あ

り
ま
し
た
が
、
同
好






の
士



で
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
つ
た
と
見
え
て
、
是



ま
で

勧

誘







も
し
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
、
眉
山
人







と
云

ふ
の
は
遥



か
後



に
改





め
た
名
で
、
其
頃






は
煙
波
散
人









と
云

つ
て
居

ま
し
た
、

此

の
写
本






の
挿
絵





を
担
当






し
た
画
家





は
二
人





で
、
一
人





は
積
翠






（
工
学
士







大
沢





三
之
介








君


）
一
人





は
緑
芽






（
法
学
士







松
岡
鉦
吉











君


）
積
翠






は
鉛
筆
画








が
得
意





で
、
水
彩
風








の
も
画

き
、
器
用





で
日
本
画







も
遣

つ
た
、
緑
芽






は
容
斎
風








を
善

く

画

い
た
が
、
素
人
画







で
は
無
い
の
で
あ
り
ま
し
た
、

さ
て
我
楽
多
文
庫









の
名
が
漸





く
書
生
間








に
知
れ
渡



つ
て
来
た
の
で
、
四
方





か
ら
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入
会
を
申
込






む
、
社

運

隆

盛

と
い
ふ
語





を
石
橋






が
口
癖






の
や
う
に
言
つ
て
喜





ん

で
居

た
の
は
此
頃






で
し
た
、
一
冊






の
本
を
三
四
十
人
し
て
見
る
の
で
は
一
人





一


日


と
し
て
も
一
月
余







か
ゝ
る
の
で
、
こ
れ
で
は
奈

何

も
な
ら
ぬ
と
云

ふ
の
で
、

機

も
熟





し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
印
行






し
て
頒
布





す
る
事
に
為

た
い
と
云

ふ
説



が

我
々






三
名






の
間





に
起



つ
た
、
因



で
、
今
迄






は
毎
月






三
銭






か
の
会
費






で
あ
つ
た
の

が
、
俄





に
十
銭



と
引
上





げ
て
、
四
六
版



三
十
二
頁





許




の
雑
誌





を
拵





へ
る
計

画







で
、
猶



広


く
社
員
を
募
集





し
た
と
こ
ろ
、
稍



百
名



許




を
得

た
の
で
し
た
、
此



時

な
ど
は
実
に
日
夜





眠


ら
ぬ
ほ
ど
の
経
営






で
、
又



石
橋






の
奔
走






は
目
覚





し
い
も
の

で
し
た
、
出
版
の
事
は
一
切






山
田





が
担
任






で
、
神
田





今
川
小
路









の
金

玉
出
版












会
社







と
云

ふ
の
に
掛
合





ひ
ま
し
た
、
是



は
山
田





が
前
年






既


に
一
二
の
新
躰
詩







集


を
公




に

し
て
、
同
会
社









を
識

つ
て
居

る
縁



か
ら
此



へ
持
込





ん
だ
の
で
、
此



社
は
曩



に

稗
史
出
版
会
社















予
約





の
八
犬
伝








を
印
刷






し
た
事
が
有



の
で
す
、
山

田


は
既



に
其
作






を
版
行






し
た
味



を
知
つ
て
居

る
が
、
石
橋






と
私





と
は
今
度





が
皮



切


な
の
で
、
尤





も
石
橋






は
前
か
ら
団
珍






な
ど
に
内
々






投
書






し
て
居

た
の
で
あ
つ

た
が
、
隠



し
て
見
せ
な
か
つ
た
、
山
田





も
読
売
新
聞










へ
は
大
分





寄
書





し
て
居

ま

し
た
、
私





は
天
に
も
地
に
も
唯



一
度





頴
才
新
誌









と
云

ふ
の
に
柳





を
咏



じ
た
七
言





絶
句






を
出
し
た
事
が
有
る
が
、
其
外






に
は
何



も
無
い
、

扨


雑
誌
を
出
す
に
就



て
は
、
前
々






か
ら
編
輯






の
方



は
山
田





と
私





と
が
引
受





け
て
、

石
橋






は
専





ら
庶
務





を
扱





つ
て
居

た
の
で
、
此

の
三
人






を
署
名
人








と
し
て
、
明
治

十
九
年
の
春
に
改





め
て
我
楽
多
文
庫









第
壱
号








と
し
て
出
版
し
た
、
是



が
写
本






の

十
号



に
当



る
の
で
、
表

題







は
山
田





が
隷
書






で
書
き
ま
し
た
、
之



に
載

せ
た
山

田


の
小
説
が
言
文
一
致









で
、
私





の
見
た
の
で
は
言
文
一
致









の
小
説
は
是



が
嚆
矢





で
し
た
、

此

の
雑
誌
も
九
号





迄


は
続
き
ま
し
た
が
、
依
様





十
号
か
ら
慾



が
出
て
、
会
員
に

頒
布





す
る
位





で
は
面
白






く
な
い
か
ら
、
価





を
廉



く
し
て
盛





に
売
出





し
て
見
や
う

と
云

ふ
の
で
、
今
度





は
四
六
倍



の
大
形






に
し
て
、
十
二
頁





で
し
た
か
、
十
六
頁





で
し
た
か
、
定
価





が
三
銭



、
小
説
の
挿
絵





を
二
面



入
れ
ま
し
た
、
之



よ
り
先



四

六
版



時
代





に
今



一
人





画
家





が
加





り
ま
し
た
、
横
浜






の
商
館
番
頭










で

夢


の
や
う
つ
ゝ

と
云

ふ
名
、
実
名






は
忘



れ
ま
し
た
が
、
素
人






に
し
て
は
善

く
画

き
ま
し
た
、
其

後


独
逸





へ
行
つ
て
、
今
で
は
若
松






の
製
鉄
所








と
や
ら
に
居

る
と
聞
い
た
が
、
消



息


を
詳





に

し
ま
せ
ん
、

四
六
版



か
ら
四
六
倍



の
雑
誌
に
移



る
迄



に
は
大
分





沿
革






が
有
る
の
で
す
が
、
今

は
能

く
覚
え
ま
せ
ん
、
印
刷
所








も
飯
田
町







の
中
坂






に
在

る
同
益
社








と
云

ふ
の
に

易

へ
て
、
其
頃






私




は
山
田





の
家



を
出
て
四
番
町









の
親
戚






に
寄
寓





し
て
居

ま
し

た
か
ら
、
石
橋






と
計



つ
て
、
同
益
社








の
真
向






に
一
軒






の
家



を
借

り
て
、
之



に
我

楽
多
文
庫








発
行
所








硯
友
社








な
る
看
板






を
上
げ
た
の
で
し
た
、
雑
誌
も
既



に
売
品






と
成

つ
た
以
上






は
、
売

捌







の
都
合





や
何



や
彼

や
で
店
ら
し
い
者
が
無
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
因



で
酷
算
段








を
し
て
一
軒






借

り
て
、
二
階





を
編
輯
室








、
下
を
応
接
所








兼


売
捌
場










に
充

て
ゝ
、
石
橋






と
私





と
が
交



る
／
″
＼
詰



め
る
事
に
し
て
、
別



に
会
計
掛










を
置
き
、
留

守

居

を
置
き
、
市
内





を
卸

売







に
行



く
者
を
傭



ひ
其



勢


旭




の
昇



る
が
如



し
で
し
た
、
外



に
類



が
無
か
つ
た
の
か
雑
誌
も
能

く
売
れ
ま

し
た
、
毎
号






三
千






づ
ゝ
も
刷

る
や
う
な
訳



で
、
未



だ
勉



め
て
拡

張







す
れ
ば
非



常


な
も
の
で
あ
つ
た
の
を
、
無
勘
定








の
面
白
半
分










で
遣

つ
て
居

た
為



に
、
竟



に

大
事





を
去

ら
せ
た
と
は
後



に
ぞ
思

合







さ
れ
た
の
で
す
、
今
だ
に
一



つ
話





に
残



つ
て
居

る
の
は
、
此
際






の
事
で
す
、
何



で
も
雑
誌
を
売
ら
な
け
れ
ば
可

か
ん
と

云

ふ
の
で
、
発
行
日







に
は
石
橋






も
私





も
鞄





の
中
へ
何
十
部







と
詰

め
込

ん
で
、
而



し
て
学
校
へ
出
る
、
休
憩
時
間









に
は
控

所







の
大
勢






の
中
を
奔
走






し
て
売
付





け

る
の
で
す
、
其
頃






学
習
院








が
類

焼







し
て
当
分






高
等
中
学










に
合
併






し
て
居

ま
し

た
か
ら
、
此



へ
も
持
つ
て
行
つ
て
推
売





る
の
で
す
、
学
生
時
代









の
石
橋






と
云

ふ

者
は
実
に
顔
が
広
か
つ
た
し
、
且



前


に
学
習
院








に
居

た
事
が
あ
る
の
で
、
善

く

6硯友社の沿革



売
り
ま
し
た
、
第
一






其

の
形





と
云

ふ
も
の
が
余
程





可
笑





い
、
石
橋






が
鼻
目
鏡







を

掛

け
て
今
こ
そ
流

行

る
け
れ
ど
、
其
頃






は
着

手

の
無
い
イ
ン
パ
ネ
ス
の
最



一
倍






袖


の
短





い
の
を
被

て
雑
誌
を
持
つ
て
廻



る
、
私





は
又



紫



ヅ

ボ
ン
と
云



れ
て
、
柳



原




仕
入





の
染

返







の
紺



ヘ
ル
だ
か
ら
、
日
常





に
出
る
と
紫

色








に
見
え
る
奴



を
穿

い
て
、
外

套







は
日
蔭
町
物










の
茶
羅
紗







を
黄

に
返



し
た
や
う
な
、
重



い
ボ

テ
〳
〵
し
た
の
を
着
て
、
現
金






で
な
く
ち
や
可

か
ん
よ
と
な
ど
ゝ
絶
叫






す
る
様



は
、
得
易





か
ら
ざ
る
奇
観






で
あ
つ
た
ら
う
と
想



は
れ
る
、
這
麼





風


で
中
坂






に
社



を
設



け
て
か
ら
は
、
石
橋






と
私





と
が
一
切






を
処
理





し
て
、
山
田





は
毎
号






一
篇






の

小
説
を
書
く
ば
か
り
で
、
前
の
や
う
に
社
に
対



し
て
密



な
る
関

係







を
持
た
な

か
つ
た
、
と
云

ふ
の
が
、
山
田





は
元

来







閉
戸
主
義








で
あ
つ
た
か
ら
、
其

の
躯





が
恁



云

ふ
雑
務





に
鞅

掌







す
る
の
を
許



さ
ぬ
の
で
、
自





か
ら
遠





か
る
や
う
に
成

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、

漣
山
人










は
此
頃






入
社
し
た
の
で
、
夙



て
一
六
翁








の
三
男






に
其
人






有
り
と
は
聞

い
て
居

た
が
、
顔
を
見
た
事
も
無
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
所
、
社
員
の
内



に
山
人






と
善

く
識

る
者
が
有
つ
て
、
此



人
の
紹
介






で
社
中






に
加
は
る
事
に
な
つ
た
の
で

し
た
、
其
頃






巌
谷





は
独
逸
協
会
学
校














に
居

ま
し
て
、
お
坊



さ
ん
の
成
人






し
た
や

う
な
少
年
で
、
始





て
編
輯
室








に
来
た
の
は
学
校
の
帰
途





で
、
黒
羅
紗







の
制
服






を

着
て
居

ま
し
た
、
此



人
は
何



で
も
十
三
四
の
頃



か
ら
読
売
新
聞










に
寄
書





し
て
居

た
の
で
、
其

の
文

章







を
見
た
目
で
此



人
を
看

る
と
、
丸



で
虚



の
や
う
な
想





が

し
ま
し
た
、
後



に
巌
谷





も
此

の
初
対
面








の
時
の
事
を
言
出





し
て
、
私





の
人
物






が

全

く

想
像






と
反



し
て
居

た
の
に
驚





い
た
と
云

ひ
ま
す
、
甚
麼





に
反



し
て
居

た
か

聞
き
た
い
も
の
で
す
が
、
ち
と
遠
方






で
今
問
合






せ
る
訳



に
も
行

き
ま
せ
ん
、

巌
谷





の
紹
介






で
入
社
し
た
の
が
江
見
水
蔭








で
す
、
此



人
は
杉
浦
氏







の
称
好
塾









に
於

け
る
巌
谷





の
莫

逆







で
、
其

の
素

志

と
云

ふ
の
が
、
万

巻







の
書
を
読
ま

ず
ん
ば
、
須




く

千
里





の
道
を
行

く
べ
し
と
、
常



に
好



ん
で
山
川






を
跋
渉






し
、
内



に
在

れ
ば
必





ず
筆



を
取
つ
て
書
い
て
居

る
好
者






と
、
巌
谷





か
ら
噂





の
有
つ
た
其



人
で
、
始





て
社
に
訪



れ
た
時
は
紺
羅
紗







の
古
羽
織







に
托
鉢
僧








の
や
う
な
大
笠






を

冠


つ
て
、
六
歩






を
踏

む
や
う
な
手
付





を
し
て
振
込





ん
で
来
た
の
で
す
、
文
章
を

書
く
と
云

ふ
よ
り
は
柔
術





を
取
り
さ
う
な
恰
好






で
、
其
頃






は
水
蔭
亭
主
人












と
名

宣

つ
て
居

ま
し
た
、

扨


雑
誌
は
益
※






売
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
、
会

計







の
不
取
締








と
一



つ
に
は
卸






売

に
行



か
せ
た
親
仁





が
篤
実






さ
う
に
見
え
て
、
実
は
甚





だ
太



い
奴



で
あ
つ
た

の
を
知
ら
ず
に
居

た
為



に
、
此
奴





に
余
程





好

い
や
う
な
事
を
為

れ
た
の
で
す
、

畢
竟





売

捌







の
方
法
が
疎
略






で
あ
つ
た
為



に
、
勘

定







合
つ
て
銭



足

ら
ず
で
、

毎
号






屹
々






と
印
刷
費







を
払



つ
て
行
つ
た
の
が
、
段
々






不
如
意









と
成

つ
て
、
二
号





お
く
れ
三
号



お
く
れ
と
逐



れ
る
有
様






、
そ
れ
で
も
同
益
社








で
は
石
橋






の
身
元





を

知
つ
て
居

る
か
ら
強
い
督
促






も
為

ず
、
続
い
て
出
版
を
引
受





け
て
居

た
の
で
す
、

此

の
雑
誌
は
廿





一
年
の
五
月
廿





五
日
の
出

版







で
、
月
二
回
の
発
行
で
、
是



も

九
号



迄


続
い
て
、
拾
号






か
ら
は
又



大
い
に
躰
裁






を
改





め
て
（
十
月
廿





五
日
出






版

）
頁

数







を
倍



に
し
て
、
別
表
紙








を
附

け
て
、
別
摺






の
挿
画





を
二
枚



入
れ

て
、
定
価





を
十
銭



に
上
げ
ま
し
た
、
表
紙
は
朱
摺






の
古
作
者
印
譜










の
模
様





で
、

形

は

四
六
倍



、
然

し
て
紙
数





は
無
か
つ
た
け
れ
ど
、
素
人






の
手

拵







に
し
た
物

と
し
て
は
、
頗





る
上
出
来







で
、
好
雑
誌







と
云

ふ
評





が
有
つ
た
の
で
、
是



が
我

楽

多
文
庫







の
第
四
期
で
す
、

第
三
期
に
小
説
の
筆
を
執

つ
た
者
は
、
美
妙
斎







、
思
案
外
史









、
丸
岡
九
華










、
漣



山
人








、
私





と
五
人





で
あ
つ
た
が
、
右
の
大
改
良
後










は
眉
山
人







と
云

ふ
新
手





が

加

つ

た
、
其
迄






は
川
上






は
折
※






俳
文






な
ど
を
寄
稿





す
る
ば
か
り
で
、
と
ん
と
小

説
は
見
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
所





が
十
三
号
の
発
刊






に
臨



ん
で
、
硯
友






社


の
為



に
永



く
忘



る
べ
か
ら
ざ
る
一
大
変
事









が
起



つ
た
、
其



は
社
の
元
老






た
る

山
田
美
妙








が
脱
走






し
た
の
で
す
、
い
や
、
石
橋






と
私





と
の
此



時
の
憤
慨






と
云

ふ

7



者
は
非
常






で
あ
つ
た
、
何
故






に
山
田





が
鼎
足






の
盟





を
背



い
た
か
と
云

ふ
に
、
之



よ
り
先



山
田





は
金
港
堂








か
ら
夏
木
立







と
題



す
る
一
冊






を
出
版
し
ま
し
た
、
是



が

大
喝
采









で
歓

迎







さ
れ
た
の
で
す
、
此
頃






軟
文
学








の
好
著






と
云

ふ
者
は
世
間





に
地
を
払



つ
て
無
か
つ
た
、
（
書
生
気
質









の
有
つ
た
外
に
）
其

処

へ
山
田





の
清



新


な
る
作
物






が
金
港
堂








の
高
尚






な
製
本






で
出
た
の
だ
か
ら
、
読
書
社
会











が
震



ひ
付

い
た
ら
う
と
云

ふ
も
の
で
す
、
因



で
、
金
港
堂








が
始





て
此

の
年
少
詩
人









の

俊

才







を
識

つ
て
、
重



く
用



ゐ
や
う
と
云

ふ
志





を

起


し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
、

此


時
金
港
堂








の
編
輯






に
は
中
根
淑
氏









が
居

た
の
で
、
則





ち
此



人
が
山
田





の
詞
才





を
識

つ
た
の
で
す
、
其



と
与



に
一
方






に
は
小
説
雑
誌
の
気
運





が
日
増





に
熟





し
て

来
た
の
で
、
此
際






何


か
発
行
し
や
う
と
云

ふ
金
港
堂








の
計

画







が
有
つ
た
の
で

す
か
ら
、
早
速






山
田





へ
密
使





が
向



つ
た
も
の
と
見
え
る
、

此
方





は
暢
気





な
も
の
だ
か
ら
那
様





事


と
は
些





も
知
ら
な
い
、
山
田





も
亦



気
振





に

も
見
せ
な
か
つ
た
、
け
れ
ど
も
前



に
も
言
ふ
如



く
、
中
坂






に
社
を
設



け
て
か
ら

は
、
山
田





は
全





く
社
務





に
与





ら
ん
姿
で
あ
つ
た
か
ら
、
社
の
方
で
も
山
田





の
平



生


の
消
息






を
審





に

せ
ん
と
云

ふ
具
合





で
、
此

の
隙



が
金
港
堂








の
計





を

用




る
所
で
、

山
田





も
亦



硯
友
社








と
疎

で
あ
つ
た
為



に
金
港
堂








へ
心
が
動
い
た
の
で
す
、
当
時





は
実



に
憤
慨






し
た
け
れ
ど
、
考
へ
て
見
れ
ば
無

理

の
無
い
所
で
、
而



し
て
此
間






の
事
は
硯
友
社








の
ヒ
ス
ト
リ
イ
か
ら
云

ふ
と
大
い
に
味





ふ
可

き
一
節






で
す
よ
、

其
内






に
金
港
堂








に
云

々







の
計
画
が
有
る
と
云

ふ
事
が
耳
に
入

つ
た
、
其
前






か

ら
達
筆






の
山
田





が
思
ふ
や
う
に
原
稿






を
寄

来

さ
ん
と
云

ふ
怪





む
べ
き
事
実
が
有

つ
た
の
で
、
這

は
捨
置





き
難



し
と
石
橋






と
私





と
で
山
田





に
逢



に
行

き
ま
し
た
、

す
る
と
金
港
堂








一
件



の
話
が
有
つ
て
、
硯
友
社








と
の
関
係
を
絶

ち
た
い
や
う
な

口
吻






、
其



は
宜





い
け
れ
ど
、
文
庫





に
連
載






し
て
あ
る
小
説
の
続
稿






だ
け
は
送
つ

て
も
ら
ひ
た
い
と
頼



ん
だ
、
承

諾







し
た
、
然



る
に
一
向






寄

来

さ
ん
、
石
橋






が

逢

ひ
に
行
つ
て
も
逢

は
ん
、
私





か
ら
手
紙
を
出
し
て
も
返
事
が
無
い
、
も
う
是



迄


と
云

ふ
の
で
、
私





が
筆
を
取
つ
て
猛
烈






な
絶
交
状









を
送
つ
て
、
山
田





と
硯



友
社






と
の
縁



は
都





の
花



の
発
行
と
与



に
断



れ
て
了



つ
た
の
で
す
、
刮

目







し
て

待
つ
て
居

る
と
、
都





の
花



な
る
者
が
出
た
、
本
も
立
派





な
れ
ば
、
手
揃






で
も
あ

つ
た
、
而



し
て
巻

頭







が
山
田





の
文
章
、
憎



む
べ
き
敵



な
が
ら
も
天
晴






書
き
を

つ
た
、
彼



の
文
章
は
確





に
二
三
段



進
ん
だ
と
見
た
、
さ
あ
到



る
処





都




の
花



の
評

判
で
、
然

し
も
全
盛






を
極



め
た
り
し
我
楽
多
文
庫









も
俄





に
月
夜





の
提
灯






と
成

つ

た
、
け
れ
ど
も
火
は
消

え
ず
に
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
（
翌



二
十
二
年
の
二

月
出

版







）
と
持
支






へ
た
が
、
そ
れ
で
到
頭






落

城







し
て
了



つ
た
の
で
す
、
此

の
滅
亡






に
就

い
て
は
三
つ
の
原
因






が
有
る
の
で
、
（
一
）
は
印
刷
費







の
負
債





、

（
二
）
は
編
輯






と
会
計
と
の
事

務

が
煩
雑






に
成

つ
て
来
て
、
修
学






の
片
手
業









に

余


る
の
と
、
（
三
）
は
金
港
堂








の
優
勢






に
圧



れ
た
の
で
す
、
そ
れ
で
も
未

だ
経



済


の
立
た
ん
や
う
な
事
は
無
か
つ
た
の
で
す
、
然



し
労



多


く
し
て
収



む
る
所
が

極


め
て
少
い
か
ら
可

厭

に
成

つ
て
了



つ
た
の
で
、
石
橋






と
私





と
連
印






で
、
同
益






社


へ
は
卅

円








の
月
賦





か
に
し
た
二
百

円







余

の
借
用
証
文












を
入
れ
て
、
そ

れ
で
中
坂






の
店
を
閉
ぢ
て
退
転






し
た
の
で
す
、

此

の
前
年






の
末



に
私





を
訪



ね
て
来
た
の
が
、
神
田





南
乗
物
町












の

吉
岡
書
籍












店

の
主
人






、
理
学
士









吉
岡
哲
太
郎











君


で
す
、
私





が
文
壇






に
立
つ
に
就

い
て
は
、

前
後





三
人






の
紹
介
者








を
労




し

た
の
で
、
其

の
第
一
が
此

の
吉
岡
君








、
則





ち
新






著
百
種







の
出
版
元









で
す
、
第
二
は
文
学
士







高
田
早
苗








君


、
私





が
読
売
新
聞










に
薦



め
ら
れ
た
、
第
三
は
春
陽
堂









の
主
人
故

和
田
篤
太
郎









君


、
私





の
新
聞
に

出
し
た
小
説
を
必





ず
出

版







し
た
人
、
其

の
吉
岡
君








が
来
て
、
毎
号






一
篇






を
載

せ
る
小
説
雑
誌
を
出
し
た
い
と
云

ふ
話
、
そ
こ
で
新
著
百
種











と
名



け
て
、
私





が
初
篇






を
書
く
事
に
成

つ
て
、
二
十
二
年
の
二
月
に
色
懺
悔







を
出
し
た
の
で
す
、

私




が
春



の
や
君



に
面

会







し
た
の
も
、
篁
村
君









を
識

つ
た
の
も
、
此

の
新






著
百
種







の
編
輯
上









の
関
係
か
ら
で
す
、
そ
れ
か
ら
又



此

の
編
輯
時
代









に
四

8硯友社の沿革



人


の
社
中






を
得

た
、
武
内
桂
舟











、
広
津
柳
浪









、
渡
部
乙
羽









、
外



に
未

だ
一
人





故
人





に
成

つ
た
中
村
花
痩










、
此



人
は
我
楽
多
文
庫









の
第



二
期

の
頃



既


に
入
社
し

て
居

た
の
で
あ
る
が
、
文
庫





に
は
書
い
た
物
を
出
さ
な
か
つ
た
、
俳
諧






は
社
中






の
先
輩






で
あ
つ
た
か
ら
、
戯




に

宗
匠






と
呼

ん
で
居

た
、
神
田





の
五
十
稲
荷








の
裏



に
住

ん
で
、
庭



に
古
池






が
在

つ
て
、
其



畔




に
大



き
な
秋
田
蕗







が
茂



つ
て
居

た
の

で
、
皆



が
無

理

に
蕗



の
本
宗
匠








に
し
て
了



つ
た
の
で
す
、
前
名






は
柳
園






と
云

つ

て
、
中
央
新
聞










が
創
立






の
頃



に
処
女
作








を
出
し
た
事
が
有
る
、
其



に
継

い
で
は

新
著
百
種











の
末
頃






に
離
鴛
鴦







と
云

ふ
の
を
書
い
た
が
、
那



が
名
を
成

す
端
緒






で
あ
つ
た
か
と
思
ふ
、

武

内







と
識

つ
た
の
は
、
新
著
百
種











の
挿
絵





を
頼



み
に
行
つ
た
の
が
縁



で
、

酷


く
懇
意





に
成

つ
て
了



つ
た
が
、
其

始







は
画

よ
り
人
物
に
惚

れ
た
の
で
、
其



頃


武

内







は
富
士
見
町








の
薄
闇






い
長
屋





の
鼠





の
巣

見
た
や
う
な
中



に
燻





つ
て
居

な
が
ら
太
平
楽








を
抒



べ
る
元
気
が
凡



で
な
か
つ
た
、

広
津





と
知
つ
た
の
は
、
廿





一
年
の
春
で
あ
つ
た
か
、
少
年
園








の
宴

会







が
不

忍

池


の
長
※
亭








に
在

つ
て
、
其

の
席

上







で
相
識






に
成

つ
た
の
で
し
た
、
其
頃






博


文
館







が
大
和
錦








と
云

ふ
小
説
雑
誌
を
出
し
て
居

て
、
広
津





が
編
輯
主
任










で
あ

り
ま
し
た
、
乙
羽
庵







は
始
め
二
橋
散
史








と
名



つ
て
石
橋






を
便



つ
て
来
た
の
で
す
、

其


時
は
累
卵
之
東
洋
的













悲
憤
文
字








を
書
い
て
居

た
の
を
、
石
橋






か
ら
硯
友
社








へ

紹
介






し
て
、
後



に
新
著
百
種











に
露
小
袖







と
云

ふ
の
を
載

せ
ま
し
た
、

そ
れ
か
ら
一
時





中
絶






し
た
我
楽
多
文
庫









で
す
、

吉
岡
書
籍
店













が
引
受





け
て
見

た
い
と
云

ふ
の
で
、
直



に
再
興






さ
せ
て
、
文
庫





と
改
題






し
て
、
形



を
菊
版






に
直



し
ま
し
た
、
是



は
新
著
百
種











の
壱
号






が
出
る
と
間

も
無
く
発
行






し
た
の
で
、

我
楽
多
文
庫









の
第
五
期









に
成

る
、
表

画







は
故

穂
庵
翁








の
筆
で
文
昌
星









の
図

で
し
た
、
是



が
前



の
廃
刊






し
た
号
を
追
つ
て
、
二
十
二
号



迄


出
し
て
、
二
十
二

年
の
七
月
廿





三
号
の
表
紙
を
替

へ
て
（
桂
舟






筆


花
鳥
風
月










の
図

）
大
刷
新








と
云

ふ
訳



に
成

つ
た
、
頻





に
西
鶴






を
鼓
吹





し
た
の
は
此

の
時
代
で
、
柳
浪






、
乙
羽





、

眉
山





、
水
蔭






な
ど
が
盛





に
書
き
、
寒
月






露
伴





の
二

氏

も
寄
稿





し
た
、
而



し
て
挿

絵


は
桂
舟






が
担
当






す
る
な
ど
、
前
々






の
紙
上
か
ら
見
る
と
頗





る
異
色






を
帯
び
て

居

ま
し
た
、
故



に
之



を
第



六
期

と
為

る
、
我
楽
多
文
庫









の
生
命






は
第



六
期

で
又



姑

く

絶
滅






し
た
の
で
す
、
二
十
二
年
の
十
月
発
行
の
廿





七
号
を
終
刊






と
し
て
、

一
方






に
は
都





の
花



が
有
り
、
一
方






に
は
大
和
錦








が
有
つ
て
、
い
づ
れ
も
頗





る
強



敵




、
吾

が
版
元






も
苦
戦





の
後



に
斃



れ
た
の
で
す
、
然



し
、
十
一
月
に
又



吉





岡
書
籍
店









の
催




で

、
柳
浪
子







を
主
筆






に
し
て
小
文
学








と
云

ふ
小
冊
子







を
発
行

し
た
、
是



と
て
も
謂

は
ゞ
硯
友
社
機
関












で
あ
り
ま
し
た
、
抑





も
九
と
云

ふ
数



は

硯
友
社








に
取
つ
て
は
如

何

な
る
悪
数






で
あ
る
か
此



小
文
学








も
亦



九
号
に
し
て
廃



刊


す
る
始
末





、
（
二
十
三
年
四
月
）
廿





二
年
の
十
二
月
で
し
た
、
篁
村
翁









が

読
売
新
聞
社












を
退

い
た
に
就

い
て
、
私





に
入
社
せ
ぬ
か
と
云

ふ
高
田
氏









か
ら
の

交

渉







で
し
た
か
ら
、
直



に
応



じ
て
、
年
内






に
短
篇






を
書
き
ま
し
た
、
翌



廿




三

年
の
七
月
に
な
る
と
、
未

だ
妄
執






が
霽

れ
ず
し
て
、
又
々






江
戸
紫








と
云

ふ
の
を

出
し
た
、
是



が
九
号
の
難

関







を
踰

へ
た
か
と
思
へ
ば
、
憐





む
べ
し
、
其

の
歳



の
暮



十
二
号
に
し
て
、
又



没
落






、
之



が
為



に
無
け
な
し
の
懐
裏






を
百
七
十
円
ほ

ど
傷



め
て
、
吽



と
参
つ
た
、
仮



に
小
文
学








を
も
硯
友
社








の
機
関






に
数



へ
る
と
、

其


が
第
七
期
、
是



が
第
八
期
で
、
未

だ
第
九
期
な
る
者
が
有
る
、

余


り
人
は
知
ら
ぬ
が
、
千
紫
万
紅









と
云

つ
て
、
会
員
組
織










に
し
て
出
し
た
者
で
、

硯
友
社








の
機
関






と
云

ふ
の
で
は
な
く
、
青
年
作
家









の
為



で
あ
つ
た
か
ら
、
社
名

も
別
に
盛
春
社









と
し
て
、
私





の
楽
半
分










に
発
行
し
た
、
是



は
廿





四
年
の
六

月
が
初
刊






で
あ
つ
た
が
、
例
の
九
号
に
も
及



ば
ず
し
て
又



罷

め
て
了



つ
た
の
で

す
、
小
栗
風
葉









は
此

の
会
員
の
中



か
ら
出
た
の
で
、
宅



に
来
た
の
は
泉
鏡
花










が
先



で
す
が
、
私





が
文
章
を
扱





つ
た
の
は
風
葉






（
其
頃






拈
華
坊







）
の
方
が
早
い
、

廿




四
年
中
に
雑
誌
編
輯









の
手
を
洗
つ
て
か
ら
、
茲



に
年



を
経

る
こ
と
九
年
に
な
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り
ま
す
、
処





が
此

の
九
の
字
が
又



不

思

議

で
、
実
は
来

春







に
も
成

つ
た
ら
、

又
々






手
勢





を
率





て
雑
誌
界







に
打
つ
て
出
や
う
と
云

ふ
計
画
も
有
る
の
で
す
、
第

九
期
ま
で
有
つ
て
十
期
の
無
い
の
は
甚





だ
勘

定







が
悪
い
か
ら
、
是

非

第
十
期

を
造



り
た
い
と
云

ふ
考




も

有
る
の
で
、

段
々






追
想






し
て
見
る
と
、
此

の
九
年
間
の
硯
友
社








及


び
其

の
社
中






の
変
遷






は
夥






し
い
も
の
で
、
書
く
可

き
事
も
沢
山






有
れ
ば
書
か
れ
ぬ
事
も
沢
山






あ
る
、
な
か

〳
〵
面
白






い
事
も
有
れ
ば
、
面
白






く
な
い
事
も
有
る
、
成
効






あ
り
、
失
敗






あ
り
、

喜

怒

有
り
哀
楽






あ
り
で
、
一
部
の
好
小
説








が
出
来
る
の
で
す
、
で
又



今
後
の
硯



友
社






は
如
何





と
云

ふ
の
も
面
白






い
問
題
で
、
九
年
の
平
波





に
掉





し
て
居

た
私





の

気
運





も
、
来
年
以
後
は
変
動






を
生





ず
る
で
あ
ら
う
と
念



は
れ
る
の
で
す
、

硯
友
社








の
沿
革






に
就

い
て
は
、
他
日





頗




る
詳



し
く
説

く
心
得






で
茲



に
は
纔





に
機

関
雑
誌








の
変
遷






を
略

叙







し
た
の
で
、
そ
れ
も
一
向






要

領







を
得

ま
せ
ん
が
、

お
話
を
為

る
用
意
が
無
か
つ
た
の
で
す
か
ら
、
這
麼





事


で
御
免





を
蒙





り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治34

年
１
月
１
日
「
新
小
説
」
第
６
年
第
１
巻
）
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